
大悲山国有林について

１．概要

・林班名 ：京都大阪森林管理事務所１～３林班

・面 積 ：１７２．２１ｈａ

・法令制限：水源かん養保安林

・機能類型： 水土保全林（水源かん養タイプ （※分収育林・分収造林設定箇「 ）」

所は「資源の循環利用林 ）」

２林班には 「大悲山モミ植物群落保護林」を設定、

・林況 ：４０～５０年生程度のスギ・ヒノキ人工林が中心。

２．トピック

（１）峰定寺

・大悲山国有林は、明治４年の「社寺上知令」により官有地に編入された旧峰定

寺領。

・峰定寺は、久寿元年（１１５４年）に、鳥羽上皇の勅願により、三瀧上人観空

が創建した山岳修験道の寺院 山容が吉野の大峰山に似ているところから 北。 、「

大峰」とも呼ばれる。

・本堂は１３５０年頃に建てられた懸崖造りの仏堂。懸崖造りの建築としては日

本最古と言われる。

・子供及び２０名以上の団体の入山不可。カメラの山内持ち込み禁止。１２月か

ら翌３月までは積雪のため閉門。

（２）大悲山の三本杉。

・平成１２年に、林野庁「森の巨人たち百選」として、全国の国有林から１００

本の巨樹・巨木を選出。

「 」 、 、 ． 、 、・ 大悲山の三本杉 は 樹高３５ｍ 幹周１３ ６ｍ 推定樹齢１２００年で

三本の幹から成る巨木。峰定寺の御神木。

（３ 「山村都市交流の森」）

・平成４年に、京都市が北部山間地域の振興を目的として、京都市左京区花脊に

「山村都市交流の森 （１，０７７ｈａ）を設定 （大悲山国有林の南側 。」 。 ）

・宿泊施設、森林文化交流センター、木工センターなどの施設を設置 （財）花。

脊森林文化財団が管理運営を受託。

（以上）
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